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第３分科会　「学校づくりと教育予算」

《基 調 報 告》

　戦後最大の長期的な経済不況の続く中、「リストラ」の名のもと、民間では、過酷な人減らし・企業合理化が進行しています。税収不足による国・地方財政の悪化も止どまるところを知りません。

　このような状況の中で、地方分権や学校改革の流れは急速に進んでいます。しかし、既存の制度政策の見直しや財政資金の重点・効率的配分、地方分権を踏まえた教育予算のあり方が指摘されているにも関わらず、新しい制度実施に伴う財政的措置は極めて不十分であるといわざるを得ません。

　日教組は、子ども・保護者・地域社会の多様なニーズに応え、学校の自主的、自律的な運営のために、教育課程の編成はもちろんのこと、学校予算についても一定の裁量権限が学校に与えられなければならないと提起しています。

　教育予算確保にむけた各県教組のとりくみはもちろんのこと、教育条件整備の担い手としての学校事務職員が、今後どのように現場実態を踏まえた実践を深め、地域に開かれた学校創造に向けた論議をどう進めていくかが求められています。

《分 科 会 報 告》

　一日目の第３分科会は、環境問題を討議の柱に以下の２本のレポート報告がありました。

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

①ゴミ問題解をどうするの　　 　【鹿児島県教組】

　　児童の委員会活動の中で、ＥＭボカシによる給食残飯の堆肥化の取り組みが報告され、誰かがやるだろうでは、環境教育は進まないとの感想が述べられました。

②学校のごみ問題の解決に向けて　【大分県教組】

　　大分市の事務職員部有志によるサークル「学校のごみを考える会」のゴミ問題に関する取り組みについて、学校焼却炉の全面使用禁止要求、市議会での意見書採択等の報告がありました。

《共同研究者からの問題提起》

　　地方分権には、財政的な裏付けはなく、結果的には、国の財政を地方の財政に付け替えただけという形になりかねない。国の税収は伸びつつあるが、地方は依然厳しい。今後は、教育予算をどのように確保していくが日教組の課題となる。

《分 科 会 二 日 目》

　二日目は、諸課題について、以下の５本のレポート報告が行なわれます。

①将来に向けた学校事務確立をめざして～川崎市における「物品出納員」指定にむけたとりくみと、教育予算編成のあり方とは～【神奈川県教組事務職員部常任委員会】
②学校徴収金と保護者負担軽減のとりくみ

【大阪市教組事務職員部】
③樹木園伐採問題をめぐって！　　【北海道教組】

④学校予算と「事務の共同実施」　【佐賀県教組】

⑤学校事務職員としてこだわる！　【熊本県教組】
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環境問題は、本年私の地区の教研テーマになっているので参考になりました。


神奈川県　


30代女性





学校での取り組みが生かせるような結果になるように、行政への働きかけが必要だということを考えさせられました。


長崎県　30代女性





初めて参加します。各県の状況をたくさん聞きたいと思います。大分県


20代女性








